






要約:川崎病患者へのガンマグロブリン点滴静注療法について、2g/kg1 回投与群 11 例と、

400mg/㎏ 5日間投与群 12 例にわけ、その臨床効果を比較した。またガンマグロブリン未投

与群 12 例において原田のスコアの妥当性についても検討した。冠状動脈瘤発生率について

有意差はなかったが、2g/kg1 回投与群 9.1%、400mg/kg5 日間投与群 25%であり、2g/㎏ 1

回投与の効果に期待できる結果を得た。またガンマグロブリン未投与群での冠状動脈瘤発

生率は 0%であり、原田のスコアの妥当性が示唆された。 


